


































































































































































































































































































































































































































































































































1 北京 16,680 28,896 73％ 12％ -28％ 486％
2 天津 8,200 15,900 94％ 14％ 17％ 283％
3 河北 18,799 31,289 66％ 11％ 23％ 253％
4 山西 12,395 19,574 58％ 10％ 17％ 151％
5 内蒙古 11,641 20,482 76％ 12％ 43％ I■■■■
6 遼寧 19,653 42,787 118％ 17％ 69％
7 吉林 6,841 20,801 204％ 25％ 191％ 211％
8 黒龍江 11,503 27,897 143％ 19％ 116％ 540％
9 上海 10,545 33,395 217％ 26％ 63％ 656％
10 江蘇 39,360 58,840 49％ 8％ 10％ 106％
11 湘江 41,352 60,454 46％ 8％ 3％ 100％
12 安徽 9,601 24,936 160% 21％ 146％ 223％
13 福建 19,359 30,158 56％ 9％ 2％ 126％
14 江西 6,241 19,583 214％ 26％ 94％
15 山東 41,717 75,115 80％ 12％ 20％ 265％
16 河南 30,036 46,250 54％ 9％ 43％ 192％
17 湖北 14,559 27,228 87％ 13％ 44％ 620％
18 湖南 13,593 34,632 155％ 21％ 90％
19 広東 34,116 74,536 118％ 17％ 48％ 253％
20 広西 11,078 17,714 60％ 10％ 5％ 486％
21 海南 1,814 2,839 57％ 9％ -36％ 711％
22 重慶 10,009 19,901 99％ 15％ 1％ 817％
23 四川 20,689 33,581 62％ 10％ 62％ 91％
24 貴州 5,897 19,430 229％ 27％ 229％
25 雲南 12,086 27,376 127％ 18％ 114％ 125％
26 チベット 一 796 ー 0％ ﾛ■■■■ ー
27 険西 14,719 27,756 89％ 14％ 42％ 1340％
28 甘粛 3,793 9,649 154％ 21％ 75％ 一
29 吉海 1,441 2,079 44％ 8％ 44％ ー
30 寧夏 2,905 3,825 32％ 6％ 4％ ー
31
???????
6,295 11,560 84％ 13％ 68％ ー









































































































































Variable Coefficient Std.Error t-Statistic Prob.
C 6465.817 1596.66 4.0496 0.0023
UP 0.14659 0.0276 5.3123 0.0003
R-squared 0.7384 Meandependentvar 14882
AdjustedR-squared 0.7122 S.D・dependentvar 1283.1
S.E.ofregressIon 688.36 Akaikeinfocriterion 16.058
Sumsquaredresid 4738440.0 Schwarzcriterion 16．138
Loglikelihood -94.3451 Hannan-Quinncriter. 16.028
F-statistic 28.2207 Durbin-Watsonstat 0.7578
Prob(F-statistic) 0．0003
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現在、中朧|のごみ処理状況は、まるで日本の60
年代後半のごみ戦争時代のようである｡その特徴
は、大量生産、大量消費、大量廃棄を背景とした
プラスチック類の普及､ワンウェー社会の進展で、
生活ごみの急増による公害問題の発生、雄終処分
場の逼迫などに見られる。[1本では2000年に術環
型社会形成推進法が制定された。ごみ減量のため
にリサイクル率をアップさせ、各自治体が3R、
ごみ有料化を実施することによって、景気低迷の
影響もあるが、2000年以降にごみ排出量は減り続
けている。これに対して、中国では2009年循環経
済法の施行により、廃棄物あるいは再生資源の分
別収集システムを定め、回収、処理、処置とリサ
イクル産業を確立して最終的に循環型社会の実現
を目指す取り組みがようやく開始されたところで
ある。今後より高度な先進技術を持つ外国の企業
を誘致することによる都市ごみ処理の適正化が期
待されている。
注記
(1)21世紀中国総研編「中国情報ハンドブック2012年版」
蒼蒼社,2012年p.205.
（2）中国全土の年間生活ごみ発生量は3.6億トンを超えた
という説もある。
日中環境ビジネスウェブサイト2012年1月l6日
(http://www.jceb.jp/Html/?1308.html).
中国都市ごみの現状分析
（3）湖南省長沙市で開催された第5回中国都市発展市長
ハイレベルフォーラムでこのショッキングな数値を
明らかにした。「法制晩報』2010年l2月lOI1｡
（4）井村秀文『中国の環境問題今何が起きているのか」
2007年，化学同人pp.93-100.
（5）『中国新聞社』(http://www.sankeibiz.jp/macro/
news/120305/mcbl203050501005-nl.htm).
（6）米ゴールドマン・サックス証券試算による。
(7)21世紀中国総研編「中I玉l情報ハンドブック2009年版』
蒼蒼社p.219.
（8）2008年3月25日、チャイナネットのマッキンセン．
アンド・カンパニーが公表した報告による。
（9）『川:ﾘ廃棄物」2009年2)l,p.24.
(10)『ウェイストマネジメント』2010年12月511.
引用・参考文献：（五十音順）
・環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策謀
『日本の廃棄物処理平成l9年度版』2010年。
・中華人民共和国国家統計ﾙj稀「中国統計年鑑」中国統計
出版社2002-2012年の各年。
・中国環境問題研究会『｢|'国情報ハンドブック2009-2010
年版」蒼蒼社,2009年。
･2111t紀'l!国総研編「中匹l情報ハンドブック2012年版」蒼
蒼社,2012年。
・細lll衛士・横山彰『環境経済学」有斐閣,2007年。
・廃棄物学会編「めぐる|lt界のモノとごみ｣『市民がつくる
ごみ読本」No.10.
・宮本淵「環境リスク情報』壹恵社,2001年。
・山谷修作『循環型社会の公共政策』中央経済社,2003年。
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